
JP 5380023 B2 2014.1.8

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つ以上の第１映像機器と有線接続され、該第１映像機器からの映像信号を
受信し、該受信映像信号を、無線により少なくとも１つの第２映像機器が有線接続された
無線映像受信装置に送信するように構成された無線映像送信装置において、
　前記第１映像機器から、前記第２映像機器を制御するための制御データと、当該第２映
像機器の論理アドレスとを含むメッセージを受信する受信部と、
　前記受信部で受信したメッセージを前記映像信号とともに無線により前記無線映像受信
装置に送信する無線送信部と、
　前記無線映像送信装置と有線接続された機器で構成される送信側有線ネットワークにお
ける前記第１映像機器及び第２映像機器の論理アドレスと物理アドレスとが対応付けて記
録されているアドレス記憶部と、を備え、
　前記送信側有線ネットワークにおける前記第２映像機器の物理アドレスは前記無線映像
送信装置の物理アドレスと同じ値が設定されており、
　前記送信側有線ネットワークにおける前記無線映像送信装置の物理アドレスが所定のア
ドレスに固定されており、
　前記受信部が受信する前記第１映像機器からのメッセージに含まれる前記送信側有線ネ
ットワークにおける前記第２映像機器の論理アドレスに対応する物理アドレスが、前記無
線映像送信装置の物理アドレスと同じ値に設定されている場合は、当該メッセージを前記
無線送信部から前記無線映像受信装置に送信することを特徴とする無線映像送信装置。
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【請求項２】
　前記送信側有線ネットワークにおける前記無線映像送信装置の物理アドレスが、前記所
定アドレスとしてルートアドレス（０，０，０，０）に固定されることを特徴とする請求
項１に記載の無線映像送信装置。
【請求項３】
　前記受信部が受信するメッセージは、前記第１映像機器及び前記第２映像機器の論理ア
ドレスを含むヘッダブロック、該ヘッダブロックに続く第１のデータブロック、及び該第
１のデータブロックに続く第２のデータブロックを含み、前記第１のデータブロック及び
第２のデータブロックは、それぞれ、前記制御データとしてのオペコード及びオペランド
で構成されており、
　前記ヘッダブロック、第１のデータブロック及び第２のデータブロックが、それぞれ、
個別に前記無線伝送される映像信号の垂直帰線期間に挿入されて前記無線送信部により前
記無線映像受信装置へ送信されることを特徴とする請求項１または２に記載の無線映像送
信装置。
【請求項４】
　少なくとも１つ以上の第１映像機器が有線接続された無線映像送信装置からの映像信号
を無線により受信可能であり、該無線により受信した映像信号を有線接続された第２映像
機器へ供給するように構成された無線映像受信装置において、
　前記無線映像送信装置から無線により送信された、前記第１映像機器により前記第２映
像機器を制御するための制御データと、前記無線映像送信装置と有線接続された機器で構
成される第１のネットワークにおける当該第２映像機器の論理アドレスとを含むメッセー
ジを受信する無線受信部と、
　前記第１のネットワークにおける前記第２映像機器の論理アドレスと前記無線映像受信
装置と有線接続された機器で構成される第２のネットワークにおける前記第２映像機器の
論理アドレスとを対応させて記憶するアドレス記憶部と、
　前記無線受信部で受信されたメッセージに含まれる前記第２映像機器の前記第１のネッ
トワークにおける論理アドレスを、前記アドレス記憶部に記憶された前記第２映像機器の
前記第２のネットワークにおける論理アドレスに変換するアドレス変換部と、
　前記アドレス変換部で変換された前記第２映像機器の論理アドレスを含むメッセージを
前記有線接続された第２映像機器へ送信する送信部と、を備えていることを特徴とする無
線映像受信装置。
【請求項５】
　前記アドレス記憶部において、前記第１映像機器が前記無線映像送信装置に内蔵された
機器と仮想して該第１映像機器の論理アドレスが設定されることを特徴とする請求項４に
記載の無線映像受信装置。
【請求項６】
　前記無線受信部が受信するメッセージは、前記第２映像機器の論理アドレスを含むヘッ
ダブロック、該ヘッダブロックに続く第１のデータブロック、及び該第１のデータブロッ
クに続く第２のデータブロックを含み、前記第１のデータブロック及び第２のデータブロ
ックは、それぞれ、前記制御データとしてのオペコード及びオペランドで構成されており
、
　前記ヘッダブロック、第１のデータブロック及び第２のデータブロックが、それぞれ、
個別に前記無線伝送される映像信号の垂直帰線期間に挿入されて前記無線受信部により受
信されることを特徴とする請求項４または５に記載の無線映像受信装置。
【請求項７】
　前記ヘッダブロック、第１のデータブロック及び第２のデータブロックの受信にそれぞ
れ応答して、前記無線映像送信装置へ受信確認のためのＡＣＫ信号を送信することを特徴
とする請求項６に記載の無線映像受信装置。
【請求項８】
　少なくとも１つ以上の第１映像機器が有線接続された第１の無線通信装置と、少なくと
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も１つ以上の第２映像機器が有線接続された第２の無線通信装置とを含み、該第１及び第
２の無線通信装置間でメッセージを無線により送受信するように構成された無線通信シス
テムにおいて、
　前記第１の無線通信装置は、
　前記第１映像機器から、前記第２映像機器を制御するための制御データと、当該第２映
像機器の論理アドレスとを含むメッセージを受信する受信部と、
　前記受信部で受信したメッセージを映像信号とともに無線により前記第２の無線通信装
置に送信する第１の無線送受信部と、
　前記第１の無線通信装置と有線接続された機器で構成される第１のネットワークにおけ
る前記第１映像機器及び第２映像機器の論理アドレスと物理アドレスとを対応付けて記録
する第１のアドレス記憶部と、を備え、
　前記第２の無線通信装置は、
　前記第１の無線送受信部から送信されたメッセージを受信する第２の無線送受信部と、
　前記第１のネットワークにおける前記第２映像機器の論理アドレスと前記第２の無線通
信装置と有線接続された機器で構成される第２のネットワークにおける前記第２映像機器
の論理アドレスとを対応付けて記憶する第２のアドレス記憶部と、
　前記第２の無線送受信部で受信されたメッセージに含まれる前記第１のネットワークに
おける前記第２映像機器の論理アドレスを、前記第２のアドレス記憶部に記憶された前記
第２のネットワークにおける前記第２映像機器の論理アドレスに変換するアドレス変換部
と、
　前記アドレス変換部で変換された前記第２映像機器の論理アドレスを含むメッセージを
前記有線接続された第２映像機器へ送信する送信部と、を備え、
　前記第１のネットワークにおける前記第２映像機器の物理アドレスは前記第１の無線通
信装置の物理アドレスと同じ値が設定されており、
　前記第１のネットワークにおける前記第１の無線通信装置の物理アドレスが所定のアド
レスに固定されており、
　前記第１の無線通信装置の受信部が受信する前記第１映像機器からのメッセージに含ま
れる前記第１のネットワークにおける前記第２映像機器の論理アドレスに対応する物理ア
ドレスが、前記第１の無線通信装置の物理アドレスと同じ値に設定されている場合は、当
該メッセージを第１の無線送受信部から前記第２の無線送受信部に送信することを特徴と
する無線通信システム。
【請求項９】
　前記第１のネットワークにおける前記第１の無線通信装置の物理アドレスが、前記所定
アドレスとしてルートアドレス（０，０，０，０）に固定されることを特徴とする請求項
８に記載の無線通信システム。
【請求項１０】
　前記第２のアドレス記憶部において、前記第１映像機器が前記第１の無線通信装置に内
蔵された機器と仮想して該第１映像機器の論理アドレスが設定されることを特徴とする請
求項８に記載の無線通信システム。
【請求項１１】
　前記メッセージは、前記第１映像機器及び前記第２映像機器の論理アドレスを含むヘッ
ダブロック、該ヘッダブロックに続く第１のデータブロック、及び該第１のデータブロッ
クに続く第２のデータブロックを含み、前記第１のデータブロック及び第２のデータブロ
ックは、それぞれ、前記制御データとしてのオペコード及びオペランドで構成されており
、
　前記ヘッダブロック、第１のデータブロック及び第２のデータブロックが、それぞれ、
個別に前記無線伝送される映像信号の垂直帰線期間に挿入されて前記第１の無線送受信部
により前記第２の無線送受信部へ送信されることを特徴とする請求項８に記載の無線通信
システム。
【請求項１２】
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　少なくとも１つ以上の第１の映像機器と有線接続された第１の無線通信装置と、少なく
とも１つ以上の第２映像機器が有線接続された第２の無線通信装置とを含み、前記第１の
無線通信装置と前記第２の無線通信装置との間で、メッセージの送受信を行うように構成
された無線映像伝送システムにおけるメッセージ伝送方法において、
　前記第１の無線通信装置は前記第１の無線通信装置と有線接続された機器で構成される
第１のネットワークにおける前記第１映像機器及び第２映像機器の論理アドレスと物理ア
ドレスとを対応付けて記憶しており、
　前記第２の無線通信装置は前記第１のネットワークにおける前記第２映像機器の論理ア
ドレスと前記第２の無線通信装置と有線接続された機器で構成される第２のネットワーク
における前記第２映像機器の論理アドレスとを対応付けて記憶しており、
　前記第１の無線通信装置が、前記第１映像機器から、前記第２映像機器を制御するため
の制御データと当該第２映像機器の論理アドレスとを含むメッセージを受信するステップ
と、
　前記第１の無線通信装置が、受信したメッセージを映像信号とともに無線により前記第
２の無線通信装置に送信するステップと、
　前記第２の無線通信装置が、前記第１の無線送受信部から送信されたメッセージを受信
するステップと、
　前記第２の無線通信装置が、受信したメッセージに含まれる前記第１のネットワークに
おける前記第２映像機器の論理アドレスを、記憶している論理アドレスの対応付けに基づ
いて前記第２のネットワークにおける前記第２映像機器の論理アドレスに変換するステッ
プと、
　前記第２の無線通信装置が、変換した前記第２映像機器の論理アドレスを含むメッセー
ジを前記有線接続された第２映像機器へ送信するステップと、を備え、
　前記第１の無線通信装置では、前記第１のネットワークにおける前記第２映像機器の物
理アドレスは前記第１の無線通信装置の物理アドレスと同じ値が設定されており、
　前記第１の無線通信装置では、前記第１のネットワークにおける前記第１の無線通信装
置の物理アドレスが所定のアドレスに固定されており、
　前記第１の無線通信装置では、受信する前記第１映像機器からのメッセージに含まれる
前記第１のネットワークにおける前記第２映像機器の論理アドレスに対応する物理アドレ
スが、前記第１の無線通信装置の物理アドレスと同じ値に設定されている場合は、当該メ
ッセージを前記第２の無線通信装置に送信することを特徴とするメッセージ伝送方法。
【請求項１３】
　少なくとも１つ以上の第１映像機器と有線接続され、該第１映像機器からの映像信号を
受信し、該受信映像信号を、無線により少なくとも１つの第２映像機器が有線接続された
無線映像受信装置に送信するように構成された無線映像送信装置におけるメッセージ伝送
方法において、
　前記第１映像機器から、前記第２映像機器を制御するための制御データと、当該第２映
像機器の論理アドレスとを含むメッセージを受信するステップと、
　受信したメッセージを前記映像信号とともに無線により前記無線映像受信装置に送信す
るステップと、を備え、
　前記無線映像送信装置と有線接続された機器で構成される送信側有線ネットワークにお
ける前記第１映像機器及び第２映像機器の論理アドレスと物理アドレスとが対応付けて記
録されており、
　前記送信側有線ネットワークにおける前記第２映像機器の物理アドレスは前記無線映像
送信装置の物理アドレスと同じ値が設定されており、
　前記送信側有線ネットワークにおける前記無線映像送信装置の物理アドレスが所定のア
ドレスに固定されており、
　前記第１映像機器から受信するメッセージに含まれる前記送信側有線ネットワークにお
ける前記第２映像機器の論理アドレスに対応する物理アドレスが、前記無線映像送信装置
の物理アドレスと同じ値に設定されている場合は、当該メッセージを前記無線映像受信装
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置に送信することを特徴とするメッセージ伝送方法。
【請求項１４】
　第１の映像機器からの映像信号を無線で送信する無線映像送信装置から映像信号を受信
し、該受信された映像信号を有線接続された第２の映像機器に供給する無線映像受信装置
におけるメッセージ伝送方法において、
　前記無線映像送信装置から無線により送信された、前記第１映像機器により前記第２映
像機器を制御するための制御データと、前記無線映像送信装置と有線接続された機器で構
成される第１のネットワークにおける当該第２映像機器の論理アドレスとを含むメッセー
ジを前記無線映像受信装置で受信するステップと、
　前記第１のネットワークにおける前記第２映像機器の論理アドレスと前記無線映像受信
装置と有線接続された機器で構成される第２のネットワークにおける前記第２映像機器の
論理アドレスとを対応させて記憶するアドレス記憶部を用いて、前記受信されたメッセー
ジに含まれる前記第２映像機器の前記第１のネットワークにおける論理アドレスを、前記
アドレス記憶部に記憶された該当第２映像機器の前記第２のネットワークにおける論理ア
ドレスに変換するアドレス変換ステップと、
　前記アドレス変換された前記第２映像機器の論理アドレスを含むメッセージを、前記無
線映像受信装置によって前記有線接続された第２映像機器へ送信するステップと、を備え
ることを特徴とするメッセージ伝送方法。
【請求項１５】
　少なくとも１つ以上の第１映像機器からの映像信号を受信して、第２映像機器が有線接
続された無線映像受信装置へ無線で送信する無線映像送信装置において、
　前記無線映像受信装置から無線により送信された、前記第２映像機器により前記第１映
像機器を制御するための制御データと、前記無線映像受信装置と有線接続された機器で構
成される第１のネットワークにおける当該第１映像機器の論理アドレスとを含むメッセー
ジを受信する無線受信部と、
　前記第１のネットワークにおける前記第１映像機器の論理アドレスと前記無線映像送信
装置と有線接続された機器で構成される第２のネットワークにおける前記第１映像機器の
論理アドレスとを対応させて記憶するアドレス記憶部と、
　前記無線受信部で受信されたメッセージに含まれる前記第１映像機器の前記第１のネッ
トワークにおける論理アドレスを、前記アドレス記憶部に記憶された前記第１映像機器の
前記第２のネットワークにおける論理アドレスに変換するアドレス変換部と、
　前記アドレス変換部で変換された前記第１映像機器の論理アドレスを含むメッセージを
前記有線接続された第１映像機器へ送信する送信部と、を備えていることを特徴とする無
線映像送信装置。
【請求項１６】
　前記アドレス記憶部において、前記第２映像機器が前記無線映像受信装置に内蔵された
機器と仮想して該第２映像機器の論理アドレスが設定されることを特徴とする請求項１５
に記載の無線映像送信装置。
【請求項１７】
　前記無線送信部が受信するメッセージは、前記第１映像機器の論理アドレスを含むヘッ
ダブロック、該ヘッダブロックに続く第１のデータブロック、及び該第１のデータブロッ
クに続く第２のデータブロックを含み、前記第１のデータブロック及び第２のデータブロ
ックは、それぞれ、前記制御データとしてのオペコード及びオペランドで構成されており
、
　前記ヘッダブロック、第１のデータブロック及び第２のデータブロックが、それぞれ、
個別に前記無線伝送される映像信号の垂直帰線期間に挿入されて前記無線受信部により受
信されることを特徴とする請求項１５または１６に記載の無線映像送信装置。
【請求項１８】
　前記ヘッダブロック、第１のデータブロック及び第２のデータブロックの受信にそれぞ
れ応答して、前記無線映像受信装置へ受信確認のためのＡＣＫ信号を送信することを特徴
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とする請求項１７に記載の無線映像送信装置。
【請求項１９】
　少なくとも１つ以上の第１映像機器からの映像信号を受信して、第２映像機器が有線接
続された無線映像受信装置へ無線で送信する無線映像送信装置におけるメッセージ伝送方
法において、
　前記無線映像受信装置から無線により送信された、前記第２映像機器により前記第１映
像機器を制御するための制御データと、前記無線映像受信装置と有線接続された機器で構
成される第１のネットワークにおける当該第１映像機器の論理アドレスとを含むメッセー
ジを受信するステップと、
　前記第１のネットワークにおける前記第１映像機器の論理アドレスと前記無線映像送信
装置と有線接続された機器で構成される第２のネットワークにおける前記第１映像機器の
論理アドレスとを対応させて記憶するアドレス記憶部を用いて、受信したメッセージに含
まれる前記第１映像機器の前記第１のネットワークにおける論理アドレスを、前記アドレ
ス記憶部に記憶された前記第１映像機器の前記第２のネットワークにおける論理アドレス
に変換するステップと、
　変換された前記第１映像機器の論理アドレスを含むメッセージを前記有線接続された第
１映像機器へ送信するステップと、を備えることを特徴とするメッセージ伝送方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えばＨＤＭＩ（High-Definition Multimedia Interface）規格で定義され
るＣＥＣ（Consumer Electronics Control）等の、例えばＤＶＤプレーヤなどの映像機器
を制御するためのメッセージを無線伝送するための技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　映像信号を映像送信装置から映像受信装置へ送り、かつ映像送信装置と映像受信装置間
に、ＨＤＭＩ規格が定めるＣＥＣメッセージを無線で双方向通信する技術が特許文献１と
特許文献２、特許文献３に開示されている。特許文献１は映像送信装置と映像受信装置各
１台を無線接続する場合、物理アドレスと論理アドレスの登録や、ＣＥＣメッセージ送信
元へデータ受信できたことを示すＡＣＫビットを代理応答する技術が記載されている。
【０００３】
　また、特許文献２では映像送信装置２台と映像受信装置１台の場合、特許文献３では映
像送信装置１台映像と受信装置２台の場合について、同様なＣＥＣメッセージの送受信に
関する技術が記載されている。
【０００４】
　これらは、いずれも、映像受信装置に接続される映像機器（例えばＤＶＤプレーや、Ｈ
ＤＤレコーダ、チューナを有するＳＴＢ等の映像を出力／受信する機器。以下、「ＡＶ機
器」と呼ぶ場合もある。）の接続構成が変化して映像受信装置の物理アドレスが変化した
場合、映像送信装置の物理アドレスも連動して変化させている。映像送信装置に有線接続
されたＡＶ機器は、映像送信装置の物理アドレスの変化に応じて、順次物理アドレスも変
化させ、ＣＥＣシステム全体の物理アドレスの整合性をとるため、全体の物理アドレスが
決まるまでに多少の時間を要した。
【０００５】
　また特許文献１等には、複数バイトで構成されるＣＥＣメッセージを無線で伝送する場
合、ＡＶ機器が有線接続される映像送信装置（又は映像受信装置）が、受信確認ACKビッ
トを代理応答することによって、ＣＥＣＥメッセージを完成させること、更に、存在しな
いＡＶ機器宛に向けたＣＥＣメッセージへの代理応答を避けるため、ＣＥＣメッセージ無
線送信先の映像受信装置（又は映像送信装置）がＣＥＣメッセージの宛先から受信確認Ａ
ＣＫビットを受信できない場合は、その受信不可情報をＣＥＣメッセージ無線送信元の映
像送信装置（又は映像受信装置）へ知らせて、該当アドレス宛の代理応答動作を止めるこ
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とが記載されている。
【０００６】
　ここで、映像送信装置（又は映像受信装置）は複数バイトで構成されるＣＥＣメッセー
ジ単位で伝送するため、宛先のＡＶ機器が存在せず、受信確認ビットを返せないことを確
認するために時間を要した。
【０００７】
【特許文献１】特許第４１１６０７１号公報
【特許文献２】特開２００８－１５３８２６号公報
【特許文献３】特開２００８－１５３８２７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　上記従来技術は、次の課題を有している。第一に、映像受信装置の物理アドレスが変化
するときにおけるＣＥＣ全体システムの物理アドレス決定に時間を必要とする点である。
【０００９】
　第二に、ＣＥＣメッセージ宛先のＡＶ機器の存在（受信確認ＡＣＫビット）するかどう
かの確認にもＣＥＣメッセージ送信時間を必要とする点である。
【００１０】
　第三に、低コストで映像信号とＣＥＣメッセージを送受信することについて考慮されて
いない点である。
【００１１】
　本発明は、上記課題に鑑みてなされたものであり、無線によりＣＥＣメッセージの送受
信を行うシステムにおいて、無線映像受信装置の物理アドレスが変化しても速やかにＣＥ
Ｃメッセージを送信可能な技術を提供するものである。また本発明は、ＣＥＣメッセージ
の受信に応答したＡＣＫ信号を速やかに送信可能な技術を提供する。更にまた本発明は、
映像無線伝送システムを低コストで実現するための技術を提供する。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上記課題を解決するために、本発明の一実施の態様は、例えば特許請求の範囲に記載さ
れた技術的思想を用いる。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明によれば、無線映像受信装置の物理アドレスが変化しても速やかにＣＥＣメッセ
ージを送信可能となる。また、ＣＥＣメッセージの受信に応答したＡＣＫ信号を速やかに
送信可能な技術を提供する。更にまた、本発明によれば、低コストな映像無線伝送システ
ムを提供できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　以下、本発明に係る実施形態について、図面を参照して説明する。
【実施例１】
【００２０】
　図１は、本発明における第一の実施形態である、ＡＶ機器を有線及び無線接続したシス
テム構成を示すブロック図である。図１において、無線映像送信装置１１０と、無線映像
受信装置１２０が本発明を適用した無線通信システムに相当する。本実施例における映像
無線伝送システムは、第１のＣＥＣシステム１１と第２のＣＥＣシステム１２とを有して
いる。
【００２１】
　第１のＣＥＣシステム１１は、無線映像送信装置１１０側のＣＥＣシステムであり、少
なくとも一つの第１ＡＶ機器、例えばＳＴＢ１１１、ＨＤＤレコーダ１１２、オーディオ
アンプ１１３、ＳＴＢ１１４、ＤＶＤプレーヤ１１５と例えばＨＤＭＩケーブルで有線接
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続されている。図中の矢印は、ＨＤＭＩ接続された映像信号の伝送方向を示している。Ｃ
ＥＣメッセージは双方向伝送である。［　］内はＨＤＭＩで規定された論理アドレス名を
示し、（　）内は物理アドレスを示している。［―］は、論理アドレスが与えられていな
いことを示している。
【００２２】
　ここで、ＨＤＭＩ規格において規定されたＣＥＣおける論理アドレスと物理アドレスに
ついて簡単に説明する。まず、論理アドレスは、ＨＤＭＩ-ＣＥＣにおける現在のバージ
ョンの規格では、０～１５まで扱えることになっており、ＨＤＭＩネットワーク内では唯
一名となっている。本実施例では、第１のＣＥＣシステム１１、第２のＣＥＣシステム１
２のそれぞれにおいて唯一名となっている。この論理アドレスは外部機器の種類に応じて
異なっている。例えば、外部のＡＶ機器がデジタル放送受信のためのチューナを有するＳ
ＴＢ（Set Top Box）である場合は、論理アドレスとして例えば［Tuner］が、ＨＤＤレコ
ーダの場合は例えば［Recorder］が与えられる。
【００２３】
　また、物理アドレスは、ＨＤＭＩネットワーク内では唯一名となっているが、外部のＡ
Ｖ機器がＨＤＭＩネットワークに追加されたり、切り離されたりすると自動的に調整され
る。物理アドレスは、５階層のアドレスを持ち、同一階層における唯一番号ｎから構成さ
れ、（ｎ，ｎ，ｎ，ｎ）形式で表現される。表示装置に直接接続された外部機器の階層を
第１階層とした場合、この第１階層の機器に接続された外部機器が第２階層となり、表示
装置から離れるに従って階層番号を増やしていく。そして、上記形式（ｎ，ｎ，ｎ，ｎ）
の左端のｎから右へ行くに従って階層番号が増えるように表記する。
【００２４】
　例えば、モニタとしてのＴＶはルートデバイスであり、ルートアドレスとしての“０，
０，０，０”の物理アドレスを持つ。このＴＶに直接２台の外部機器が接続された場合に
は、１台目の外部機器の物理アドレスは、“１，０，０，０”、２台目の外部機器の物理
アドレスは、“２，０，０，０”と表記する。そして、２台目の外部機器に３台の外部機
器を接続すると、それぞれの物理アドレスは、“２，１，０，０”、“２，２，０，０”
、“２，３，０，０”と表記する。
【００２５】
　このような論理アドレスと物理アドレスを持つＣＥＣメッセージを使用することで、た
とえ複数台の出力装置が接続されていても、特定の１台を指定して制御データを含むＣＥ
Ｃメッセージを送信することができる。
【００２６】
　本実施例に置いては、無線映像送信装置１１０は、常に物理アドレスをルートアドレス
、すなわち（０、０，０、０）と設定している。この物理アドレスは、外部の接続構成が
変化しても変更されない固定の値とされている。これにより、無線映像受信装置１２０の
物理アドレスが変化した際の影響を受けないので、安定に動作できる。ＨＤＭＩ規格に従
って、図示するように各ＡＶ機器の物理アドレスと論理アドレスが設定される。
【００２７】
　第２のＣＥＣシステム１２は、無線映像送信装置１２０側のＣＥＣシステムであり、少
なくとも一つの第２ＡＶ機器、例えばＴＶであるモニタ１２１、ＳＴＢ１２２、ＨＤＤレ
コーダ１２３と有線接続されている。こちらもＨＤＭＩ規格に従って、ＴＶ１２１の物理
アドレスをルートアドレスである（０，０，０，０）として、図示するように各ＡＶ機器
の物理アドレスと論理アドレスが設定される。
【００２８】
　設定された各ＡＶ機器の物理アドレスと論理アドレスの一例を図２に示す。２重枠で囲
んだ部分は、異なるＣＥＣシステムで有線接続されているＡＶ機器を仮想的に扱っている
部分である。第１のＣＥＣシステム１１内で有線接続されている第１ＡＶ機器、すなわち
ＳＴＢ１１１、ＨＤＤレコーダ１１２、オーディオアンプ１１３、ＳＴＢ１１４、及びＤ
ＶＤプレーヤ１１５は、第２のＣＥＣシステム１２内では無線映像受信装置１２０の内部
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に存在する機器として、無線映像受信装置１２０と同じ物理アドレス（本例では（３，０
，０，０））を仮想的に割り当てている。更に、これらの第１ＡＶ機器それぞれについて
、第２のＣＥＣシステム１２に実在する論理アドレスと重ならない論理アドレスを仮想的
に割り当てる。例えば第２のＣＥＣシステム１２におけるＳＴＢ１１の論理アドレスは、
第２のＣＥＣシステム１２内に既にＳＴＢ１２２が存在して論理アドレス［Tuner 1］が
与えられているので、図２に示されるように［Tuner 2］との論理アドレスが与えられる
。図２において、第１ＡＶ機器に対して仮想的に設定された物理アドレス及び論理アドレ
スは、２重枠で示されている。
【００２９】
　同様に、第２のＣＥＣシステム１２内で有線接続されている第２ＡＶ機器、すなわちモ
ニタ１２１、ＳＴＢ１２２、ＨＤＤレコーダ１２３は、第１のＣＥＣシステム１１内では
無線映像送信装置１１０の内部に存在する機器として、無線映像送信装置１１０と同じ物
理アドレス（本例では（０，０，０，０））を仮想的に割り当てている。更に、これらの
第２ＡＶ機器それぞれについて、第１のＣＥＣシステム１１に実在する論理アドレスと重
ならない論理アドレスを仮想的に割り当てる。例えば第１のＣＥＣシステム１１における
ＳＴＢ１２２の論理アドレスは、第１のＣＥＣシステム１１内に既にＳＴＢ１１１及びＳ
ＴＢ１１１が存在して論理アドレス［Tuner 1］及び［Tuner 2］が与えられているので、
図２に示されるように［Tuner 3］との論理アドレスが与えられる。図２において、第２
ＡＶ機器に対して仮想的に設定された物理アドレス及び論理アドレスは、同様に２重枠で
示されている。
【００３０】
　このように、無線映像送信装置１１０の物理アドレスを例えば（０，０，０，０）に固
定して、図２に示す物理アドレスと論理アドレスの一覧を変換テーブルとして持てば、Ｃ
ＥＣシステム１２内のＡＶ機器接続が変わって無線映像受信装置１２０の物理アドレスが
変化する場合であっても、ＣＥＣシステム１１内の物理アドレスへ影響を与えず、上記変
換テーブルのみを書き換えるだけで済むので、アドレス変動によるＣＥＣ無応答時間を短
縮できる利点がある。
【００３１】
　図３は、無線映像送信装置１１０に用いられるＣＥＣ処理を実行するため構成に係るブ
ロック図を示しており、ＣＥＣ制御部２１９が当該ブロックにおける各要素の動作を制御
している。かかるＣＥＣ処理の構成は、無線映像受信装置１２０も同様な構成を有するも
のとする。
【００３２】
　図４は、無線通信システムの各部の信号を示すシーケンス図であり、（１）は、例えば
無線映像送信装置１１０が当該装置１１０と有線接続される第１ＡＶ機器から受信するＣ
ＥＣメッセージのシーケンスを時系列的に表現している。（２）は無線送受信部分のシー
ケンス図、（３）は無線映像受信装置１２０が当該装置１２０と有線接続された第２ＡＶ
機器へ発行するＣＥＣメッセージのシーケンスを示したものである。
【００３３】
　ＣＥＣメッセージは、図４に示されるように、１バイトの情報ビットと継続するデータ
データブロックの有無を示すＥＯＭ（Ｅｎｄ　ｏｆ　Ｍｅｓｓａｇｅ）ビット、受信確認
のＡＣＫ（ＡＣＫｎｏｗｌｅｄｇｅ）から構成されるデータブロックが複数個連結されて
構成されている。最初のデータのブロックはヘッダブロックと呼ばれ、ＣＥＣメッセージ
の送信元（すなわち第１ＡＶ機器の論理アドレス）と受信元（宛先、すなわち第２ＡＶ機
器の論理アドレス）を示す各４ビットの論理アドレスから構成され、続くデータブロック
１は制御データとしてのオペコード、データブロック２以降は同じく制御データとしての
オペランドとされている。すなわち、これらオペコード、オペランドで制御データが構成
される。図４はヘッダとデータブロック３個を送る例を示している。図４では各データブ
ロックの伝送時間を２４ｍｓとしているので、各ビットはその１／１０の２．４ｍｓに相
当する。
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【００３４】
　図１の無線映像送信装置１１０から無線映像受信装置１２０への伝送方向を下り、逆方
向を上りと定義すると、映像信号は下り方向の一方向、ＣＥＣメッセージは上りと下り双
方向伝送とする。図３の無線送受信部２１５は、下り映像信号と上り下りのＣＥＣメッセ
ージを含む制御データを時分割多重して伝送する。図４（２）では、下り映像信号との垂
直帰線期間に下りＣＥＣメッセージ４１～４４を挿入した例を示している。図４では映像
信号の垂直走査周波数６０Ｈｚ、すなわち垂直走査周期１６．７ｍｓの例を示す。図４の
シーケンスを用いて、図３に示されたＣＥＣ処理のブロックにおける各要素の動作、機能
を以下に説明する。以下では、第１のＣＥＣシステム１１におけるＳＴＢ１１４で受信し
たデジタル放送を第２のＣＥＣシステム１２におけるＨＤＤレコーダ１２３で記録する場
合を例にして図３の説明を行うものとする。
【００３５】
　第１ＡＶ機器であるＳＴＢ１１４からは、受信デジタル放送を記録するための記録コマ
ンドを含む制御データと、当該ＳＴＢ１１４の論理アドレスである［Tuner 2］と、更に
宛先（制御対象となる第２ＡＶ機器）の論理アドレス［Recorder 2］を含む図４（１）に
示されるようなCECメッセージを発行する。ここで、ＣＥＣメッセージに含まれる宛先の
論理アドレス［Recorder 2］は、ＨＤＤレコーダ１２３が無線映像送信装置１１０に内蔵
されたものとして、仮想的に与えられた論理アドレスである。よって、例えばＨＤＤレコ
ーダが第１及び第２のＣＥＣシステムの両方に１台ずつ存在する場合は、第１のＣＥＣシ
ステムにおいて仮想的に与えられたＨＤＤレコーダの論理アドレスは、第２ＣＥＣシステ
ム１２内において実際に与えられたＨＤＤレコーダ１２３の論理アドレスとは異なるよう
に設定される。
【００３６】
　ＣＥＣ受信部２１１は、ＳＴＢ１１４からの当該ＣＥＣメッセージを受信し、これをフ
ィルタ２１２出力する。フィルタ２１２は、ヘッダに記載されている宛先の論理アドレス
［Recorder 2］が第１のＣＥＣシステム１１内にあるかどうかを、アドレス記憶部である
アドレステーブル２１８を用いて判定する。アドレステーブルには、図２に示された物理
アドレスや論理アドレスを含む対応表が記載されて記憶されている。宛先が第１のＣＥＣ
システム１１ではなく無線接続先の第２のＣＥＣシステム１２に存在する場合は、当該第
２のＣＥＣシステム１２宛のＣＥＣメッセージのみをＦＩＦＯ（First In First Out）メ
モリ２１３へ入力する。この例では、論理アドレス［Recorder 2］に対応する物理アドレ
スとして（０，０，０，０）が与えられているので、受信したＣＥＣメッセージに含まれ
る宛先の論理アドレス［Recorder 2］は、第１のＣＥＣシステム１１にはなく、その外部
、すなわち第２のＣＥＣシステム１２に存在すると判定される。かかる宛先判定のために
、少なくともヘッダブロックの情報ビットを全て受信した後で、宛先の論理アドレスがＦ
ＩＦＯメモリに入力される。
【００３７】
　ＦＩＦＯメモリ２１３へのデータ読み出しタイミングを制御することによりＣＥＣメッ
セージの無線出力のタイミング調整が行われる。ＦＩＦＯメモリ２１３から読み出された
ＣＥＣメッセージは、制御情報付加部２１４にて無線映像送信装置１１０の識別信号や送
付先無線映像受信装置１２０の識別信号などの制御情報を付加され、無線送受信部２１５
に入力される。無線送受信部２１５は、図４（２）に示されたシーケンスで、映像信号と
ともに、無線映像受信装置１２０に対してＣＥＣメッセージを無線により伝送する。
【００３８】
　ここで無線送受信部２１５は、ヘッダブロックの少なくとも情報ビットとＥＯＭまでの
データを受信した後に到来する映像信号の垂直帰線期間のタイミングでヘッダブロックの
データに制御情報を付加した無線パケット４１が送出され、無線映像受信装置１２０に届
く。
【００３９】
　無線映像受信装置１２０内にも図３と同様な構成のＣＥＣ処理ブロックが設けられてい



(11) JP 5380023 B2 2014.1.8

10

20

30

40

50

るので、図３の符号を用いて無線映受信像装置１２０におけるＣＥＣ処理ブロックの動作
、機能を説明する。
【００４０】
　無線映像受信装置１２０内の無線送受信部２１５で受信された無線パケット４１から制
御情報抽出部２２３で送信元の無線映像送信装置の識別信号を分離し、アドレス変換部２
２２へ入力される。この識別信号を用いたアドレス変換は、例えば第１のＣＥＣシステム
１１が複数存在する場合に使用するものである。例えば、各第１のＣＥＣシステムに対応
するにアドレステーブルをそのＣＥＣシステム１１の無線映像送信装置の識別信号と関連
付けて用意しておき、上記制御情報抽出部２２３で抽出された無線映像送信装置の識別信
号から、当該無線映像送信装置を含むＣＥＣシステム１１に対応するアドレステーブルを
選択する。アドレス変換部２２２は、その選択されたアドレステーブルを用いてアドレス
変換を行う。アドレス変換部２２２はアドレステーブル２１８に基づき、ＣＥＣメッセー
ジの送信元と送信先の論理アドレスを変換してＦＩＦＯメモリ２２１へ渡す。この例では
、無線送受信部２１５で受信したＣＥＣメッセージに含まれるＨＤＤレコーダ１２３の論
理アドレスは［Recorder 2］であるので、アドレス変換部２２２は、これをＨＤＤレコー
ダ１２３に与えられた実際の論理アドレスである［Recorder 1］に変換する。
【００４１】
　ＦＩＦＯメモリ２２１でＣＥＣメッセージ送出タイミングを調整し、ＣＥＣ送信部２２
０から無線映像受信装置１２０とＨＤＭＩ有線接続されるＨＤＤレコーダ１２３へ、ヘッ
ダブロック５１として送出される。
【００４２】
　図４（１）のデータブロック１は、無線映像送信装置１１０のフィルタ２１２が直前の
ヘッダブロックを通過させていれば、前ブロックのＥＯＭビットが“１”の場合は、当該
ＥＯＭビットに続くデータブロックを通過させる仕組みとしており、これらフィルタを通
過した一連のデータがＦＩＦＯメモリ２１３に入力される。データブロック２の情報ビッ
トとＥＯＭビットが用意された後に来る映像信号の垂直帰線期間タイミングで、付加され
た制御情報と共に無線パケット４２として、無線送受信部２１３より送出される。
【００４３】
　無線映像受信装置１２０は、受信した無線パケット４２から得たＣＥＣメッセージを、
当該無線映像受信装置１２０と有線接続されたＡＶ機器へデータブロック５２として送出
する。データブロック１はオペコードであり、論理アドレスや物理アドレスが含まれない
ので、アドレス変換の必要は無い。
【００４４】
　ヘッダブロック５１とデータブロック５２は連続する必要があること、ＣＥＣメッセー
ジは２４ｍｓ毎にデータブロックが来ること、さらには映像信号が１６．７ｍｓ毎にＣＥ
Ｃメッセージを含む制御信号を送受信する垂直帰線期間が来ることから、データブロック
５２の最後のタイミングは、無線パケット４１が送られたタイミングから２垂直走査周期
以上遅らせたタイミングとする必要がある。ＣＥＣメッセージはできるだけ早く伝達する
ことが望ましいので、遅らせるタイミングは、２垂直走査周期程度が好ましい。
【００４５】
　以下、データブロック２とデータブロック３が順次伝送される。このとき、データブロ
ック１に含まれるオペコードによってはオペランドであるデータブロック２やデータブロ
ック３が物理アドレスや論理アドレスである場合がある。この場合は該当オペコードをコ
マンドテーブル２１７と照らし合わせて抽出し、続くオペランドであるデータブロック２
やデータブロック３に記載されている論理アドレスや物理アドレスを、アドレステーブル
２１８を参照してアドレス変換部２２２で変換動作させるようにしてもよい。
【００４６】
　次に、図５を用いて受信確認ＡＣＫビットについて説明する。図５は、ＣＥＣメッセー
ジの宛先から受信確認ＡＣＫビットが返されない場合の、無線通信システムの各部の信号
を示すシーケンス図である。図４と同様な動作をするもの、または機能を持つものには同
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じ符号が付与してある。尚、以下の例では、ＣＥＣメッセージの受信を確認した場合は、
ＡＣＫビットとして“０”を、受信を確認できなかった場合は“１”を返すものとする。
【００４７】
　図５（１）で、無線映像送信装置１１０が当該装置１１０と有線接続された第１ＡＶ機
器からヘッダブロックを受信した際、受信確認ＡＣＫビット“０”を返す必要がある。こ
のため、ＡＣＫ制御回路２１６は、ヘッダブロックの情報ビットに含まれる宛先（制御対
象となる第２ＡＶ機器）の論理アドレスをアドレステーブル２１８から探し、無線送信先
の第２のＣＥＣシステム１２内に該当論理アドレスが見つかった場合に、ＡＣＫビットを
“０”にして代理応答する。
【００４８】
　このＡＣＫビットを含むヘッダブロックを、無線パケット４１を介して受信した無線映
像受信装置１２０は、ヘッダブロック５５として有線接続されたＡＶ機器へ送信する。こ
の時、宛先のＡＶ機器が取り外されていると、受信確認ＡＣＫビットが“１”となるので
、受信できなかったことがわかる。この受信できなかったという情報を、次に来る垂直帰
線期間のタイミングで無線パケット４８として、無線映像送信装置１１０へ送る。無線映
像送信装置１１０は、制御情報抽出部２２３で該当情報を取り出し、アドレステーブルか
ら該当ＡＶ機器の物理アドレスと論理アドレスを削除する。
【００４９】
　変更された論理アドレスが、現在受信中のＣＥＣメッセージの論理アドレスであった場
合は、続く受信確認ＡＣＫビットを返さずに“１”のままにしておくことにより、該当Ｃ
ＥＣメッセージが届かなかったことを、送信元ＡＶ機器へ逸早く伝えることができる。Ｃ
ＥＣメッセージを全部受信してから無線送信していると、制御は簡単になるが、受信確認
ＡＣＫビットの代理応答ミスが必ず発生することになってしまうが、１バイト毎に送るこ
とによって、代理応答ミスを減少させることができる。
【００５０】
　尚、受信確認ビットが届かない場合として、ケーブルで混入したノイズや機器動作上の
問題等で一時的に受信確認ビットが返らない場合がある。その場合に備えて、アドレステ
ーブル２１８の修正を直ちに行わず、もう１回待つあるいは、ＣＥＣメッセージの再送信
許容回数の５回まで修正を待っても良い。この場合でも、送信元のＡＶ機器には受信確認
ビットの代理応答をしない方が良い。
【００５１】
　また、受信確認ビットが届かない場合、０．５秒～数秒の所定の時間経過後に、宛先の
ＡＶ機器へ存在確認メッセージを無線映像受信装置が送っても良い。
【００５２】
　以上、無線映像送信装置１１０から無線映像受信装置１２０へのＣＥＣメッセージ伝送
を例に取ったが、無線映像受信装置１２０から無線映像送信装置へＣＥＣメッセージを伝
送する場合も同様である。
【実施例２】
【００５３】
　次に本発明の第２の実施例を、図６と図７のシーケンス図を使って説明する。機器構成
は第１の実施例と同様であるので、説明を省略する。第２の実施例では、ＣＥＣメッセー
ジを１バイト単位ではなくビット単位に分割して無線伝送することにより、受信確認ＡＣ
Ｋビットの応答性をさらに改善したもののであり、情報ビット内をビット単位で表記して
いる。
【００５４】
　ヘッダブロック１は、少なくとも宛先ビットを含む前情報ビットを受信後、垂直帰線期
間に挿入された無線パケット４１として伝送される。続く垂直帰線期間の無線パケット４
５でそれまでに受信したヘッダブロックのＥＯＭとデータブロック１のＤ０～Ｄ５のデー
タを無線映像受信装置１２０へ送信する。無線映像受信装置が送出するヘッダブロック５
１は、そのＤ７ビットが、無線パケット４５のから生成されるＥＯＭの準備が整うタイミ
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ングでよい。のこのように、ビット単位で送ることにすれば、映像の垂直走査周期毎にＣ
ＥＣメッセージの各ビットが送られてくるので、ＣＥＣメッセージの遅延をさらに短縮で
きる効果がある。尚、データブロック中に変換すべき論理アドレス等が含まれる場合は、
その処理時間分、ＣＥＣメッセージ送出を遅らせておけばよい。
【００５５】
　図７は、受信すべきＡＶ機器が取り外されて、受信確認ＡＣＫビットが返ってこないケ
ースを示したシーケンス図である。図５と同様な動作ではあるが、ビット単位でＣＥＣメ
ッセージを分割して送っているので、ＡＶ機器が取り外されているという情報を逸早く無
線映像送信装置１１０へ伝えて、送信元ＡＶ機器へ受信ＡＣＫビット代理応答を停止させ
ることができる。
【実施例３】
【００５６】
　本発明の第３の実施例を、図８を用いて説明する。図８は、無線映像受信装置に有線接
続されたＡＶ機器が仮想するシステム構成を示すブロック図である。第１の実施例は、Ｃ
ＥＣシステム１１内のＡＶ機器を第２のＣＥＣシステム１２では無線映像受信装置内に仮
想的に存在させたものであった。図８では、第２のＣＥＣシステム１２内の機器が、無線
映像受信装置１２０と無線映像送信装置１１０から構成される無線通信システム１００へ
直接接続された形を仮想している。
【００５７】
　論理アドレスの番号を入力端子番号として扱い、物理アドレスの２桁目が論理アドレス
とすることにより、変換テーブルを簡略化することができる。簡略化にこだわらなければ
、ＡＶ機器を認識した順番に番号を割り当てるなど、他のやり方でも良い。図９に論理ア
ドレスと論理アドレスの変換テーブルを示す。図９では、論理アドレスの表記欄に、４ビ
ットで表記される論理アドレス番号を「⇒」右の番号で示している。ＣＥＣシステム１２
の２重枠内に記載されている仮想論理アドレスと物理アドレスの２桁目を一致させている
ことが読み取れる。
【００５８】
　無線通信システム１００へ直接接続させることにより、１台のＡＶ機器内に余りに多い
機能を内蔵させると、ＡＶ機器の中には対応しきれない恐れを回避している。
【実施例４】
【００５９】
　本発明の第４の実施例を、図１０を用いて説明する。図１０は、ＡＶ機器を有線及び無
線接続したシステム構成を示すブロック図である。第１の実施例では無線映像送信装置と
無線映像受信装置各１台の場合を示したが、図１０では各２台の例を示している。図１に
ブロック図に、無線映像送信装置１３０を含むＣＥＣシステム１３と、無線映像受信装置
１４０を含むＣＥＣシステム１４を追加している。
【００６０】
　ＣＥＣシステムでは、ＴＶは１台しか存在できないので、ＣＥＣシステム１２と１４の
どちらかをあらかじめ選択しておく。ＣＥＣシステム１２を選択した場合の変換テーブル
を図１１に示す。２重枠で示した部分が仮想的に割り当てた物理アドレスと論理アドレス
を示す。ＣＥＣシステム１２内の仮想物理アドレスは、第３の実施例同様に論理アドレス
と一致させている。
【００６１】
　ＣＥＣシステム１１又はＣＥＣシステム１３は、いずれも実物理アドレス（０，０，０
、０）の無線映像送信装置にＡＶ機器が接続された形なので、仮想物理アドレスでは１桁
目の実物理アドレスを重ならない番号にした上で、２桁目以降は実物理アドレスを反映さ
せて、変換テーブルを簡略化している。
【００６２】
　無線映像受信装置１２０を含むＣＥＣシステム１２から、無線映像受信装置１４０を含
むＣＥＣシステム１３へ制御権が移行すると、無線映像送信装置１１０と１２０の変換テ
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ーブルが図１２のように切り換わる。かかる切換は、上述したように無線映像送信装置１
１０と１２０の識別信号を利用する。接続が続いているＣＥＣシステム１１と１３の間の
変換テーブルには変化が無いので、変換テーブルの再構築が最小限で済み、高速な切換え
が可能となる。
【００６３】
　図４等のシーケンス図に示した映像信号は、無線送信装置１１０又は無線送信装置のう
ち実際に映像送信している装置の映像出力タイミングに合わせ、ＣＥＣメッセージが挿入
される垂直帰線期間を各無線送信装置や無線受信装置に順番に割り当てる。１つの帰線期
間を３分割してもよいし、３つの帰線期間を順番に使用してもよい。さらに、垂直走査周
期を分割し、その分割期間にＣＥＣメッセージを含む制御データを含む無線パケットを配
置してもよい。
【００６４】
　以上の説明では、無線映像送信装置１１０の物理アドレスを（０，０，０，０）に固定
した例を示したが、その他のアドレス、例えば（１，０、０、０）等に固定してもよい。
また、最初に組み合わせた無線映像受信装置の物理アドレスを取り込んで、電源オフや初
期化されるまで固定してもよい。
【００６５】
　尚、変換テーブルは、各無線映像送信装置又は無線映像受信装置の電源が立上った後に
初期設定され、受信確認のためのＡＣＫビットの応答がない場合は削除、ＡＶ機器接続で
追加されて構成される。しかしながら、かかる場合以外にも、例えば０．５～数秒おきに
、ＡＶ機器接続が生きているかをヘッダ部分のみ送って、定期的に更新してもよい。
【００６６】
　さらに、上記実施例では無線映像送信装置から無線映像受信装置へＣＥＣメッセージを
伝送する例で説明したが、逆に無線映像受信装置側から無線映像送信装置側へＣＥＣメッ
セージを伝送する場合も同様に動作させるとよいことは明らかであるので、詳細説明は省
略する。
【産業上の利用可能性】
【００６７】
　本発明に係る無線映像送信装置や無線映像受信装置からなる無線通信システムの制御方
法によれば、無線映像受信装置又はそれにつながるＡＶ機器の接続構成が変化した場合で
もＣＥＣシステムを再構築する時間を短くでき、低遅延でＨＤＭＩ規格に規定されるＣＥ
Ｃメッセージを送ることができる。さらに、映像信号とＣＥＣメッセージを時分割で伝え
ることができるので、無線送受信部を安価に構成できる。
【図面の簡単な説明】
【００６８】
【図１】ＡＶ機器を有線及び無線接続したシステム構成を示すブロック図である。（実施
例１）
【図２】物理アドレスと論理アドレスの変換テーブル例である。（実施例１）
【図３】無線映像送信装置内の構成を示すブロック図である。（実施例１）
【図４】無線通信システムの各部の信号を示すシーケンス図である。（実施例１）
【図５】ＣＥＣメッセージの宛先から受信確認ＡＣＫビットが返されない場合の、無線通
信システムの各部の信号を示すシーケンス図である。（実施例１）
【図６】無線通信システムの各部の信号を示すシーケンス図である。（実施例２）
【図７】ＣＥＣメッセージの宛先から受信確認ＡＣＫビットが返されない場合の、無線通
信システムの各部の信号を示すシーケンス図である。（実施例２）
【図８】無線映像受信装置に有線接続されたＡＶ機器が仮想するシステム構成を示すブロ
ック図である。（実施例３）
【図９】物理アドレスと論理アドレスの変換テーブル例である。（実施例３）
【図１０】ＡＶ機器を有線及び無線接続したシステム構成を示すブロック図である（実施
例４）
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【図１１】物理アドレスと論理アドレスの変換テーブル例である。（実施例４）
【図１２】物理アドレスと論理アドレスの変換テーブル例である。（実施例４）
【符号の説明】
【００６９】
１１、１３　　無線映像送信装置側のＣＥＣシステム
１２、１４　　無線映像受信装置側のＣＥＣシステム
１１０、１３０　　無線映像送信装置
１１１～１１５、１２１～１２３、１３１～１３３、１４１、１４２　　ＣＥＣ対応ＡＶ
機器
１２０、１４０　　無線映像受信装置
１１　　ＣＥＣ受信部
２１２　　フィルタ
２１３、２２１　　ＦＩＦＯメモリ
２１４　　制御情報付加部
２１５　　無線送受信部
２１６　　ＡＣＫ制御部
２１７　　コマンドテーブル
２１８　　アドレス変換テーブル
２１９　　ＣＥＣ制御部
２２０　　ＣＥＣ送信部
２２２　　アドレス変換部
２２３　　制御情報抽出部

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図７】

【図８】

【図９】 【図１０】
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